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第２５回タイワークキャンプ

報告書
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２００８年３月１４日～２４日

チェンマイ

チェンライ県バーンサイトゥン村

１．神戸ＹＭＣＡ国際活動とは

　　～いのちが光り輝き共に生きる世界を実現し、平和を創り出すために～

1） 国際教育を推進します。

開発教育・平和教育・地球市民教育・グローバル教育を通して、さまざまな人と一緒に生きることを学びます。

2） 国際協力事業を行います。

国際協力募金を活用して、以下の様々な事業を行います。

アジア／アフリカ諸国への指導者派遣と研修受け入れ、アジアの農村開発協力、エイズ孤児支援、災害被災地の救援・復興支援、パレスチナ難民／アフガン難民支援、など。

3） 国際交流事業を展開します。

パートナーＹＭＣＡ（アメリカ・シアトル、タイ・チェンマイ、台湾・高雄、韓国・太田＆水原、中国・天津）との交流と協力を進めます。

リンケージＹＭＣＡ、その他日本ＹＭＣＡ同盟を通じて関係ＹＭＣＡとの交流と協力も進めています。

２．タイワークキャンプの沿革と趣旨

　　　神戸ＹＭＣＡは、国際協力募金運動のプロジェクトとして、タイ・チェンマイＹＭＣＡと協力して１９８４年よりタイ北部農村でのワークキャンプを行っています。これまでに日本から３５０名を越えるキャンパーが職業訓練所、保育所、水道供給設備、植林、橋、図書館などを建設しました。村ではタイ、アメリカ、ラオスの青年と共に農村にホームステイし、寝食を共にしつつ人と人の交流を最重要な基盤として、お互いの歴史や文化に触れ、学び合ってゆきます。第２１回（2003年度）からアメリカとラオスの青年が定例参加するようになり、国際キャンプとしての広がりが出てきました。また、タイにおける現代的課題も学びとります。トータルな体験から、個人～世界大までの幅広い領域で様々な気づきを得ていきます。
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３．第２５回タイワークキャンプの目的と内容

～場　所～

1） 3/14～16 : チェンマイ

チェンマイYMCAではストリートチルドレンについての学びやスラムを見学。サオヒンYMCAでは環境教育について学びの時を持ちました。

2） 3/17～22 : バーンサイトゥン村

タイ北部のチェンライ県バーンサイトゥン村がワーク　　　

地でした。チェンライ市内より車で約２時間（約190km）　　

の山岳民族、モン族の村で人口2,120名、250世帯。

幼稚園から6年生まで生徒数263名のバーンサイトゥ　　

ンスクールに新しい保健棟を建設しました。

先生は13名。先生達は村民でないため、学校の中の

宿舎で生活をしています。農業を主産業とした静かな

村で家にはテレビはあるもののその他の家電はほとん　

どありません。村に信号もなく家には犬や鶏が放し飼　

いにされていました。

３）3/22～23 : チェンライ

フィールドトリップとして、ゴールデントライアングルや麻薬博物館、メーサイ、HIV/AIDSに取り組むNGOや

国営オーガニック農園に行き、タイの過去から現在について多

くを知ることが出来ました。
～目　的～

1） 国際教育　：　東南アジアの国との関係、構造的な格差、日本人としてのありようを

みつめ、気づきを得て、今後の行動への指針とします。

2） 国際理解　：　互いの文化や習慣の違いと共通点を知り、相互理解を深めます。

3） 国際交流　：　国を超えて顔と顔の見える人間同士の関係をつくり、精神的にまた具　　　

体的に平和のために協力し合える礎を築きます。

4） 国際奉仕　：　タイの農村コミュニティーに必要な施設を、現地の人との協力のもと　

に作り上げるボランティア活動を行います。

5） 課題発見　：　フィールドワークを通じ、グローバルに課題となっている様々な視点　

を発見します。

～内　容～

1） 保健衛生環境に問題ある子どもたちのために、新しい保健棟を建設します。

2） タイのユース・村人、ラオスのユース、アメリカからのユースと共に働いたり、

レクリエーションなどの異文化交流を通して交流関係を強めます。

3） ユースリーダーの社会的な責任を育て、その学びから義務を果たすことについて

学びます。

4） 様々な活動から互いの文化、経験を分かち合う機会を得ます。

5） スラムやNGO施設などを見る中で、社会のひずみを感じ、国際社会での責務を考えます。
４．参加者

　・日本（神戸ＹＭＣＡ）：キャンパー１０名、引率１名

①相原健志（大学生）、②枝木一郎（大学生）、③梶悠莉子（大学生）

④神木菜津美（大学生）、⑤柏原加奈（大学生）、⑥高橋幸子（大学生）、

⑦西村政憲（大学生）、⑧疋島英理子（高校生）、⑨万壽本寛之（大学生）、

⑩村井快豪（大学生）⑪村上裕亮（大学生）⑫力本悠（大学生）

⑬竹内尚美（ＹＭＣＡ職員）

・タイ（チェンマイＹＭＣＡ）：１５名　

　平均年齢２１歳。タイからは大学生を中心としたユースボランティアで３０名の応募者の　中から選ばれた人達。多くのミーティングを重ね、キャンプ中も外国人キャンパーをサポートし続けてくれました。

・アメリカ（シアトルＹＭＣＡ）：１４名

平均年齢２７才。ＹＭＣＡスタッフ７名。その他も看護士など社会人。昨年度参加者も数名おり、昨年度のキャンプ地も訪問するそうです。

　・ラオス：４名

　　ラオスからのキャンパーは、国際協力募金でキャンプに参加しており、うち１名はラオス、ジャンパサック県のサオヒンＹＭＣＡのプロジェクトの一つのである職業訓練学校で経済を教えている先生が参加していました。

　○現地運営スタッフ

　　チェンマイＹＭＣＡサオヒンブランチより職員５名を中心とし、日本人ボランティア２名（うち神戸ＹＭＣＡから派遣のボランティアスタッフ1名）、サオヒンＹＭＣＡユースボランティア含め、１０名以上のボランティアで運営。

　○バーンサイトゥン村ホームステイ

　　１５家族の家に、各ＹＭＣＡキャンパーが混在し、６日間ホストファミリーと生活を共にし、大変お世話になりました。村長の家から子どもが１０人以上の大家族までいろいろなホームステイ先で貴重な体験をさせてくださいました。子どもの中にはキャンパー達が帰国後２日間泣きやまず、病院にいった子がいたくらいキャンパーだけでなく、村の子ども達にとっても関わりの深い出会いとなったようです。

５．活動概要

	月　日
	内　　容

	３／１４
（金）
	午前）関西国際空港出発（タイ航空）

午後）バンコク経由
夜　）チェンマイ到着、チェンマイＹＭＣＡへ　　＜チェンマイＹＭＣＡホテル泊＞

	３／１５
（土）
	午前）オリエンテーション

フィールドスタディ①　ストリートチルドレンプログラム、スラム見学
午後）サオヒンＹＭＣＡ見学

ドイステープ寺院見学他、チェンマイ観光
夜　）ウエルカムパーティ　　　　　　　　　　　＜チェンマイＹＭＣＡホテル泊＞

	３／１６
（日）
	午前）チェンマイ、サオヒンＹＭＣＡの活動についての学び

グループアクティビティ

午後）チェンライＹＭＣＡへ出発

　　　～道中～ワットロンクン見学
夜　）チェンライＹＭＣＡ到着　

ナイトバザール　　　　　　　　　　　　　＜チェンライＹＭＣＡホテル泊＞

	３／１７
（月）
	午前）チェンライ県サイトゥン村へ出発

午後）サイトゥン村到着

歓迎式、ワーク開会式、ワークプロジェクトについて説明

ワーク①

　　　ホストファミリーとの対面
夜　）ホストファミリーと夕食　　　　　　　　　　　　　　＜ホームステイ＞

	３／１８
（火）
	午前）ワーク②

午後）ワーク③　学校生徒、村人との交流など

夜　）ホストファミリーと夕食　　　　　　　　　　　　　　＜ホームステイ＞

	３／１９
（水）
	午前）学校生徒との交流／日本、アメリカ文化（言葉、歌、遊びなど）紹介　

午後）ワーク④
夜　）ホストファミリーと夕食　　　　　　　　　　　　　　＜ホームステイ＞

	３／２０
（木）
	午前）日本、アメリカ、ラオス、タイ料理紹介

午後）ワーク⑤

夜　）ホストファミリーと夕食　　　　　　　　　　　　　　＜ホームステイ＞

	３／２１
（金）
	午前）ワーク⑥

午後）ワーク⑦（仕上げ作業）、ワークフェアウエルパーティ準備
夜　）ワーク完成式、フェアウエル・サンクスパーティ　　　＜ホームステイ＞

	３／２２
（土）
	午前）サイトゥン村出発　

フィールドスタディー②　ゴールデントライアングルと麻薬博物館

午後）フィールドスタディー③　メーサイ
夜　）チェンライＹＭＣＡ到着　

ナイトバザール　　　　　　　　　　　　　＜チェンライＹＭＣＡホテル泊＞

	３／２３
（日）
	午前）エレファントキャンプ
午後）フィールドスタディー④　HIV/AIDSに取り組むＮＧＯ ／ 国営オーガニック農園
夜　）チェンライ出発～バンコクへ～乗り継ぎ～バンコク国際空港出発

＜機中泊＞

	３／２４
（月）
	早朝）関西国際空港到着、解散
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